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③ 
技能をみがき産業の開発に努め豊かな町にいたしましょう 。(町民憲章より )
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は
ば
た
け
、

で
の
短
い
式
典
的
あ
と
こ
と
し
完
成

す
る
日
進
共
同
利
用
模
範
牧
場
を
見
学

し
ま
し
た
。

雄
大
な
草
地
と
日
本
一
の
サ
イ
ロ
な

ど
近
代
的
主
地
抗
日
て
大
き
く
育
と
つ
と
~

す
る
乳
半
。
こ
れ
か
り
社
会
に
は
ば
た
こ
う
と
す
る

若
む
の
た
ち
。

北
部
恰
山
町
中
心
雌
業
部
市
と
し
て
雌
進
す
る
今

金
町
に
ふ
さ
わ
し
い
φ

に
主
い
手
。
だ
。

月号

新
成
人

乳
牛
に
祝
福
さ
れ
、

社
会
の
門
出

'72年

No.171 

ぬ
け
る
主
つ
な
背
い
宝
と
消
澄
な
笠
公
的
主
か
で

静
か
に
草
を
は
む
乳
牛
が
訪
れ
た
白
五
寸
人
の
新
成

人
に

『モ
1
』
と
祝
情
。

こ
と
し
の
成
人
山
県
は
、

八
月
十
凶
日
青
少
年
会
館
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必ず許可を受けよう[識的問8l

十
五
床
の
隔
離
病
舎
も
併
設

町
民
的
医
療
セ
ン
タ
ー
国
保
病
院
を
充
実
し
よ
う
1
と

町
で
は
こ
と
し
か
ら
総
令
改
築
を
計
四
し
ま
し
た
が
、
こ

と
し
加
国
道
の
補
助
金
も
決
ま
り
、
リ
ハ
ビ
リ
州
合
と

隔
離
病
舎
の
増
築
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
道
内
的
町
村
立
病
院
で
は
初
め
て
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ン
ヨ
ン
(
社
会
復
川
訓
鯨
施
設
)
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

農地の売買や転用 1

土地の区分は現況で

町
で
は
、
年
次

計
画
で
老
朽
化
し

た
国
保
病
院
を
近

代
的
な
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
に

建
て
替
え
、
現
在

的
八
十
八
床
を
将

米
同
三
十
床
に
し

聖
子
彦
摂
同
や
M

E
v
;
4
4
-
'
 

形
外
科
を
加
え
て

区
山
市
体
制
的
充
実

を
図
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

こ
の
一
原
と
し

基
礎
工
事
が

一

進
む
建
設
現
場
。一

+
二
月
に
は
り

一

っ
ぱ
な
病
院
に
。
一

最
近
、
道
南
地
借
で
土
地
業
者
が
不

正
に
農
地
な
ど
を
先
日
し
た
こ
と
が
問

削
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山比
一
本
の
み
な
さ
ん
が
燥
地
五
ど
を
処

分
す
る
場
合
は
良
地
法
に
よ
り
次
の

よ
y
な
制
限
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
巡
法
行
為
と
な
り
ま

す
。
か
り
に
無
許
可
で
所
布
総
主
ど
を

移
転
し
て
む
担
効
に
な
り
ま
す
の
で
能

芯
し
ま
し
ょ‘、.，
O

7
売
買
の
制
限

内同地
な
ど
を
売
目
し
た
り
、
れ
門

Hm

な
ど
に
よ
り
柿
利
を
移
転
、
設
定
す
る

場
合
は
、
農
業
委
只
会
ま
た
は
知
事
の

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

マ
転
用
の
制
限

路
地
内
所
有
術
者
が
州
民
地
‘
鉱
お
放

牧
地
を
宅
地
、
山
林
、
そ
の
他
施
設
用

地
主
と
に
転
用
す
る
場
合
、
ま
た
第

れ
て
い
ま
す
。

会
議
規
則
に
明
記
す
る
ま
で
も
な

く
、
地
方
議
会
を
能
率
的
に
運
営
し

混
乱
を
避
け
る
た
め
に
も
必
要
で
す

が、

一
面
、
慎
霊
な
審
議
を
要
求
さ

事
不
再
議

て
、
最
近
ヤ
え
続
け
て
問
題
に
な
っ
て

い
る
脳
卒
中
忠
者
や
交
通
事
故
、
農
業

機
械
に
よ
る
負
傷
者
な
ど
の
社
会
復
帰

訓
練
を
行
な
う
リ
ハ
ビ
リ
テ
l
y
ヨ
ン

を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
単
に
手
足
的
運
動
機

他
障
者
向
治
療
、
回
復
と
い
う
こ
と
だ

け
で
な
く

Z
OZ
活
訓
練
』
や
『
宮

語
療
養
』
な
ど
幅
広
い
診
療
に
よ
り

心
身
両
面
的
能
力
を
で
き
る
だ
け
発
揮

れ
ま
す
。

な
お
、

二
階
に
は
ベ
ソ
ト
数
十
五、

三
百
二
十
九
・

二一
平
方
υ
引
の
隔
離
病
舎

が
併
設
さ
れ
ま
す
。

ニ
札
を
合
わ
せ
た
工
事
費
は
、
処
築

工
事
山
口
四
千
七
百
八
十
万
円

(桧
山
建

設
企
業
体
)
暖
房
給
排
水
術
生
設
備
工

事
費
千
五
百
二
十
八
万
円

(北
主
鉄
工

雄
投
工
業
所
)
屯
気
設
備
工
事
費
六
百

六
十
一
万
円

(共
栄
屯
気
)
的
合
計
六

千
九
百
六
十
九
万
円
で
、
こ
の
う
ち
国

道
的
補
助
金
は
九
百
四
十
万
六
千
円
。

リ
ハ
ビ
リ
病
舎
は
十
二
月
中
旬
、
隔

離
病
舎
は
明
年
二
月
末
ま
で
に
完
成
を

固
さ
し
て
、
工
事
は
泡
ピ
ゾ
チ
で
進
的

句
れ
て
い
ま
す
。

さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
こ
と
し
増
築
す
る
一
階

的
五
百
七
十
・
七
平
方
幻
は
す
べ
て
こ

れ
に
あ
て
句
札
、
機
能
回
復
訓
練
宅
、

屯
気
治
療
室
、
水
治
療
室
そ
れ
に
三
つ

の
病
室
(
十
六
床
)
主
ど
を
備
え
ま
し

た
。手
す
り
つ
き
の
廊
下
、
車
い
す
で
入

札
る
l
イ
レ
、
水
枠
内
民
附
、
ス
チ
ー
ム

岐
民
、
給
湯
主
ど
制
か
い
内
に
注
立
が

は
ら
わ
れ
た
巾
主
唱
本
位
向
設
計
に
な
っ

て
お
り
、
設
備
も

ハ
l
パ
ー
ト
タ
ン
ク

水
中
歩
行
浴
、
口
例
降
練
習
用
階
段
、
マ

イ
ク
ロ
波
治
療
総
な
ど
約
五
円
万
円
。

医
師
は
‘
理
学
療
法
士
U
と
り
が
十

一
月
に
着
任
し
、
助
手
二
人
も
増
以
さ

町
民
セ
ン
タ
ー

明

年

八

月

ζ

と
し
か
ら
二
ヵ
年
川
回
で
道
内
た

だ
一
ヵ
所
本
町
に
建
設
さ
れ
る

『町
民

セ
ン
タ

・』
が
γ
M
工
し
ま
し
た
。

ニ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
役
場
庁
令
跡

に
挫
て
ら
れ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
1
l
-

階
建
て
の
山
と
茶
を
法
判
酬
と
し
た
モ
ダ

ン
な
建
物
で
、
ス
テ
ー
ジ

っ
き
町
民
ホ

ー

ル

牒
林
技
術
研
修
宅
、
常
股
相
談

夜
、
訓
剛
川
実
明
れ
山
¥
郷
土
資
料
阜
、川陣

地
相
談
本
閃
K
川
副
川
、
会
議
主
主
ど
か

句
主
リ
、
川
民
の
心
的
寄
り
ど
こ
ろ

良
家
の
人
た
ち
の
研
修
的
場
に
な
る
も

三
者
が
所
有
権
を
移
転
、
権
利
設
定
を

す
る
場
介
は
、
知
↑
れ
ま
た
は
農
林
大
陵

町
作
可
を
必
裂
と
し
ま
す
。

な
お
、
開
拓
地
に

つ
い
て
は
川
崎
林
大

臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
は
4
り
ま
せ

ん。マ
違
反
転
用
者
に
対
す
る
処
分
、

罰
則

こ
れ
ら
に
違
反
し
た
と
き
は
、
限
状

回
復
を
さ
せ
り
れ
た
り
許
可
を
取
り
消

さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

三
年
以
下

町
懲
役
ま
た
は
十
万
円
以
下
町
前
世
に

処
せ
ら
札
ま
す
。

〈農
地
、
採
草
放
牧
地
と
は
〉

農
地
と
は
、
現
に
耕
作
し
て
い
る
土

地
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
耕
作
し
ょ
、
〉

と
す
れ
ば
い
つ
で
む
で
き
る
休
緋
地
、

荒
廃
地
b
含
ま
札
ま
す
。

ま
た
、
保
草
放
牧
地
と
は
股
地
以
外

的
土
地
で
、
養
苗
の
た
め
の
掠
草
、
放

と
が
む
し
ろ
条
理
に
反
し
不
合
型
と

な
る
場
A
円
新
し
い
事
態
に
対
処
す

る
た
め
こ
の
原
則
を
適
用
し
主
い
こ

と
も
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
『
率
的
変

更
に
よ
る
再
協
』
と
い
い
ま
す
。

こ
の
場
合
同
事
的
変

の

原

則

更

円
程
度
お
よ
び
認

定
者
が
問
題
に
な
り
ま

す
が
、

議
会
意
思
円
変
更
を
認
め
る

に
足
り
る
客
観
的
、
合
理
的
事
由
が

必
要
で
す
。

具
体
的
に
は
、
議
会
町
良
識
あ
る

判
断
を
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
原
則
は
絶
対
的
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
意
思
決
定
時

と
現
在
に
お
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事

情
が
具
立
っ
て
こ
の
原
則
を
貨
〈
こ

着
工
完

成
ノ¥

の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

工
事
は
、
建
築
工
事

(九
千
八
行

一

十
万
円
)
を
今
金
建
設
共
同
企
業
体
、

岐
房
給
緋
水
術
生
設
備
工
が

(千
六

h

--
卜
月
円
)
を
大
刷
工
業
、
必
気
設
備

工
ド

(T
H引

」
l
九
月
間
)
を
よ
合

有
線
屯
%
が
請
け
れ
い
明
年
八
月
中

に
完
成
さ
せ
る
千
'
止
で
す
。

進
む
町
づ
く
り
事
業

ま
た
、
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り

v ~ 

牧
を
す
る
土
地
で
す
。

農
地
、

M
M
竿
放
牧
地
で
あ
る
か
ど
う

か
は
、
そ
の
現
況
に
よ
り
区
分
し
ま
す
。

一

の
た
め
、
純
川
生
活
館
の
新
築
、
旭
線

の
舗
装
、
市
街
地
排
水
端
的
税
側
、
上

濁
川
怖
の
掛
け
品
甘
え
、
住
吉
小
体
育
室

の
新
築
、
き
り
に
継
続
事
業
の
今
金
小

改
築
、
山
田
怖
の
掛
け
答
え
、
畑
町
沢

料
辺
町
開
設
.
光
台
織
の
改
良
立
ど
町

で
計
画
し
た
怨
設
工
事
は
、
早
期
完
成

を
目
ざ
し
て
い
ま
た
け
な
わ
。
大
き
く

生
ま
れ
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

明るい未来に

J!1' 10 
暮
勺

月 し
蓄 17 の

の日 設計
日は
" 

し
た
が
っ
て
、
土
地
登
記
簿
的
地
目

に
よ
り
区
分
し
た
り
、
利
用
目
的
に
よ

り
区
分
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
.

健

康

な

赤

ち

ゃ

ん

を

;-;~砂時るら舌 a

f烹緩め参
~~，名出忌~::::

生

み

育

て

る

た

め

に

健
康
主
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る
こ

と
は
、
家
庭
や
社
会
の
し
あ
わ
せ
に
と

っ
て
欠
か
せ
な
い
た
い
せ

つ
な
こ
と
で

す
。
ま
た
母
子
の
他
康
は
地
域
社
会

の
文
明
皮
肉
桁
際
(
パ
ロ
メ

タ

)

に
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
い
お
母
さ
ん
に
主
る
た
め
に
は
、

ま
ず
自
分
が
他山崎
で
主
〈
て
は
む
り
ま

せ
ん
。
お
母
さ
ん
が
じ
ょ
}
よ
で
あ
っ

て
こ
そ
、
赤
ち
ゃ
ん
も
元
気
に
生
ま
れ

す
こ
や
か
に
行
つ
の
で
す
。

で
は
.
こ
こ
数
年
川
町
今
令
町
を
振

り
返
っ
て
み
ま
し
ょ

3
.

赤
ち
ゃ
ん
は
、
年
間
百
七
十
人
か
句

百
八
十
人
生
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の

中
で
二
千
五
百
グ
ラ
ム
以
下
町
低
体
毘

児
出
生
が
約

一
例
も
あ
り
ま
す
。

乳
児

(生
後

一
年
以
内
)
死
亡
率
は

昭
和
四
十
年
に
四

一
・
九
と
全
国
平
均

的
一
八

五

円

二
倍
以
上
の
高
率
で
し

た
が
、
そ
向
後
は
徐
々
に
下
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。
新
生
児

(生
後
二
十
八
日

未
満
)
死
亡
率
も
同
じ
よ
3
な
状
態
で

す
。妊

娠
の
属
け
出
は
遅
'
¥
妊
娠
五
カ

機
会
が
同
じ
会
期
中
守に
一
度
議

決
さ
れ
た
事
項
を
再
び
意
思
決
定
し

な
い
こ
と
を

ご

事
不
再
議
』
と
い

い
ま
す
。
こ
の
原
則
は
、
職
会
巡
営
上
当
然

町
田悼
と
さ
れ
、

自
治
法
上
と
く

一

に
規
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
会
部
規

則
に
は
『
椛
会
で
議
決
さ
れ

た
事
件
に
つ
い
て
は
、
同

一

会
期
中
に
再
び
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
』
と
規
定
さ

月
て
五
O
%
台
で
す
。
お
産
を
師
、
引
に

す
ま
す
た
め
に
は
、
妊
娠
中
的
保
健
指

導
を
受
け
る
ニ
と
が
必
裂
で
す
。
妊
娠

と
わ
か
っ
た
均
早
〈
届
け
出
て
吋

f
T

艇
の
交
付
を
受
け
、
日
出
生
活
、
栄
養

出
境
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
主
聞
を
医
師
、

保
他
婦
な
と
に
指
持
し
て
も
ら
い
ま
L

''牛、
J

。ご
利
用
く
だ
さ
い

町
で
は
、
母
と
子
町
他
康
を
守
る
た

め
次
の
よ
う
な
こ
と
を
実
施
し
て
い
ま

す
.
気
軽
に
ご
利
用
〈
だ
さ
い
。

マ
母
亨
栄
華
強
化
事
業

町
税
均
等
割
以
下
町
世
帯
に
ミ
ル
ク

を
師
料
支
給
。

マ
妊
産
婦
健
康
相
談

毎
月
第
二
金
問
日
午
後

一
時
か
ら
三

時
ま
で
。
公
民
館
。

マ
乳
児
健
康
相
絞

毎
月
第
四
金
剛
日
午
後

一
時
か

2
ニ

時
ま
で
。

公
民
館
。

マ
そ
の
他

家
挟
計
画
相
談
、
股
関
節
脱
臼
検
鈴

ク
ル
病
検
絵
、
乳
児

三
織
児
検
診。



し、ぎわで大にし多彩な催
閣官

主婦に人気の歩行者天国

イ中通竺2穣 仙一諸積主
桧
山
の
名
物
行
事
に

農
業
を
中
心
に
商
工
業
の
振
興
を
図
っ
て
町
の
発
展
を
!
と
、
昨

年
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た

w
産
業
ま
つ
り
u

こ
と
し
も
八
月
十
四
日
か

均
一
二
日
間
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

チ
ピ
ソ
子
広
場
で
の
び
の
び
と
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
.
歩
行
者
天
国

で
民
い
物
を
楽
し
む
主
婦
、
久
し
ぶ
り
の
ば
ん
馬
大
会
に
熱
狂
す
る

農
家
的
人
た
ち
、
中
学
校
選
抜
野
球
大
会
の
応
援
合
戦
な
ど
隣
町
か

ら
も
ど
っ
と
人
法
が
押
し
寄
せ
大
盛
況
。レ

ま
た
、
函
館
巴
太
鼓
と
狩
場
太
鼓
の
競
演
、
民
話
大
会
、
物
産
展

示
即
売
会
、
愛
犬
展
覧
会
、
モ
デ
ル
撮
影
会
、
世
主
イ
工
芸
展
、
さ
り

に
ま
つ
り
の
ウ
ィ
ナ
レ
を
飾
る
千
人
踊
り
パ
レ
ー
ド
な
ど
で
町
中

が
活
気
に
あ
ふ
れ
ぶ
い
ま
し
た
。

今
世
b
町
民
総
会
，

で
佳
山
の
名
物
行
事
に
育
て
た
い
も
の
で
す
。

今
金
婦
人
会
、
農
協
婦
人
部
が
中
心
に
踊
り
歩
い
た
千
人
パ
レ
ー

ド
。
商
工
会
青
年
郎
、
民
協
、
役
場
自
悦
町
出
し
物
も
加
わ
り
、
間

に
見
舞
わ
れ
な
が
句
最
後
ま
で
踊
り
続
け
、
沿
道
か
ら
盛
ん
な
拍
子
。

指

第 2 国

産業まつり

間

• '" 
Vジャンケン大会 われこそは、と 360人が出場したが、勝

ち残った8人はみな子ども。無欲的勝利ともっぱらのうわさ。

t t ， 

V中学校選抜野湾大会 近隣町内代表6チ ムが参加し凱戦

を展開、決勝は再試合同末静狩中が今金中を破り優勝した。

:11' 

旭
、
昭
和
通
り
か
均
車

を
締
め
出
し
て
の
歩
行
者
一

天
国
。
ビ
ゾ
ク
リ
市
で
堀

り
出
し
物
を
あ
き
る

主
婦

や
縫
い
ぐ
る
み
と
遊
ぶ
子

ど
も
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
。

ま
た
商
工
会
婦
人
部

が
聞
い
た
ピ
ヤ
ガ
ー
デ
ン

の
益
金
は

『光
町
里
』
建

設
資
金
に
寄
付
さ
れ
ま
し

た

『今金名物アスパラはいかが。お子さんに

今金ハソ卜を』手をつなぐ税同会が粁j薄施設

r光同盟』円建設資金を造成しよ 7と歩行者

図的一角に開いた郷土物産展示即売会。数

多い町民的協力がありました。

企野外演芸会 駅前特設舞台て時太鼓合戦、民路大会、ハワイ

ア/と次々と繰り広げられたプロダラムに夕涼みを楽しんだ。

企ばん馬大書 道南各地かわ約70頭が参加し、人.¥1;-1本とな
っての力くらべ。13年ぷりとあって千人近い見物人て1弗いた。
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F

牛
乳
を
食
べ

ょ
う
d

ノ、

フ

./ 

ス
よ
く
含
ま
れ
た
栄
養

あ
す
的
位
以
を
守
る

た
め
み
ん
な
で
牛
乳

を
食
べ
よ
っ
と
、
教

合
吾
川
会
で
は
八
月
一

l
九、

一

日
公
民
館

を
は
じ
め
町
内
八
月
叶

で
午
乳
栄
必
料
用
品
門

会
合
川
島
ま
し
た
。

引
払
た
ち
が
川
I

川
し
て

い
く
つ
え
に
さ
ま
ざ
ま

4
栄
γ
誌
が
岳
製
で
す
が
‘

前
物
の
栄
長
は
か
た
よ

っ
て

い
る
の
が
汗
泊
で

す
。
し
か
し
、

州

知

的
氏
物
で
必耐久
な
栄
必

を
は
ば
ん
ト
布
巾
と
れ
る

L
の
と
い
え
ば

そ
れ
は

『牛
乳
』
で
す
。

午
礼
的
中
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン

C
を
除

L、

熱心に受講する主婦(公民館)

ま( 7 ) 11111111111川1111111111111111111111111111川川11川1111111111111111111111111111111111広報

け
ば
ほ
と
ん
ど
の
栄
必
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
含
ま
札
て
い
ま
す
。
と
〈
に
、
日
本

人
に
不
比
し
が
ち
主
ビ
タ
ミ
ン

B
瓶
や

圃一日児童相談所を開設

干と Lについての心配ごとの解

決のために協力 L、):lJ姐礼町早期

発凡と子防に役だてよ iーと、凶
館児童相談所では、次によリ r一

日児童相談所』を開設します.

知恵お〈れの児童、 Lつけや教

育上町問題、盲 ろうあ児、子足

の不自由弘千、家出、沈み〈・せの

ある児童、適当な養育者がいない

児童町ニとなど、とんなことでも

お知らせ

知
つ

て
お
か
な
け
れ
ば
損

住

宅

取

得

控

除

個
人
の
持
ち
家
を
促
進
す
る
た
め
、

所
得
税
に
住
宅
取
得
控
除
の
特
例
が
あ

る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
れ
は
、
昭
如
刊
凶
十
七
年

一
月
か
ら

昭
和
問

1
八
年
十
二
川
ま
で
の
削
に
山

分
の
甘
ん
毛
を
建
設
し
た
人
、
川
伎
の
た

め
に
住
宅
を
取
得
し
た
人
に
税
制
が
控

除
さ
れ
る
も
の
で
す
。

対
象
に
な
る
の
は
、
床
而
桁
が
引
一

十
平
万
訂
以
下
の
家
屋
で
そ
の
床
而
仙

の

一分
の

一
以
止
の
部
分
が
川
住
専
川

に
利
川
さ
れ
て
い
る
‘
』
と
が
粂
刊
で
す
。

峻
除
さ
れ
る
税
制
は
、
肘
住
に
利
用

さ
れ
て
い
る
床
而
般
に
よ

っ
て
決
め
句

れ
ま
す
が
、
限
皮
傾
は
二
万
円
止
な
っ

全
戸
に

『納
税
袋
』

悦
告
の
キ
ン
プ
な
ど
を
税
理
し
て
お

く
の
に
便
利
な
よ
う
に

と
.
町
と
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は

『納
税
袋
』

(
写
点
)
を
作
り
全
戸
に
配
り
ま
し
た
。

ビ
ニ
ー
ル
製
で
笠
に
掛
け
る
こ
と

L

で
き
、
町
税
納
則
的
一
覧
表
や
、
い
同
州
、

行
所
移
動
.
井
利
説
明
、
村
会
似
険
な

ど
同
け
山
町
手
引
き
も
印
刷
さ
れ
て
い

ま
す
。

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ル
ン
ウ
ム
が
多
〈
、
そ
の
ほ
か
の
栄

益
素
ら
消
化
吸
収
が
よ
い

良
質
主
L
の

ば
か
リ
で
す
。

た
と
、
え
ば
、
牛
乳
円
脂
肪
は
泊
化
半

九

九

八

%
と
白
川
油
脂
の
中
で
は
む

っ
と

L
Aく
た
ん
山
町
は
必
例
ア
ミ

ノ
般
の
パ

ラ
ノ
ス
が
珂
必
的
で
、
内
や

仙
e

の
た
ん
山
口
に
比
べ
ぐ
ん
と
す
ぐ
札

て
い
ま
す
。

こ
の
品
川
中
川会
で
は
生
祈
改
良
出
且

μ、
保
佐
川
栄
位
L
L
な
ど
が
品
川
に
な

り

『
ア
イ
ス
グ
リ

ム』

『
バ
バ
ロ
ア
』

一ン
チ
ュ

』
『
午
礼
人
リ
み
そ
什
』

の
実
。
加
を
し
ま
し
た
が
、
会
場
い

っ
ぱ

い
に
集
ま

っ
た
王
婦
に
ア
」
社
主
句
簡

単
に
作
れ
る
』
と
川
町
坪
で
し
た
。

牛
乳
は
ど
う
し
て
も
飲
的
主
い
、
と

い
う
人

L
料
埋
に
牛
乳
を
つ
か
』
ヲ
こ
と

に
よ
り
ど
ん
ど
ん
食
べ
ら
れ
ま
す
。

お
「
さ
ま
の
午
乳
嫌
い
に
む
、
プ
リ

ン
や
グ
ラ
タ
ン
な
ど
牛
乳
を
た

っ
ぷ
り

使
っ
た
村
梨

f
や
料
理
で
午
乳
好
き
に

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
っ
。

相談に応じます。相談は観料です。

気軽{ニご判]J島〈ださ，" 

bとき 9月26日午後 11時-4時

bところ 北桧山町公民館

園側溝のよに駐車Lないて

枇近、市街地町道の側鳩町上に

の
特

例

て
お
り
、

一七
年
間
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
控
除
を
受
け
よ
っ
と
す
る
人
は

確
定
申
告
往
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

処
築
雌
認
通
知
性
的
写
し
、

山
川
目
以
内

巧
し
主
と
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、

住
宅
貯
帯
住
除
制
皮
肉
適
川

期
限
が
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
末
日
ま

で

一年
間
延
長
さ
れ
、
対
草
に
な
る
家

出
向
床
而
印刷

b
行
二
十
平
万
灯
に
引
き

|
げ
ら
れ
ま
し
た
。

t
お、

山
叫
引
者
叫
川

路
形
成
川
託
契
約
に
よ
り
制
服
分
峨
を

交
け
る
契
約
が
新
た
に
住
宅
附
帯
伎
除

の
対
象
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
詳
し
く

は、

八
芸
税
務
岩
か
役
場
財
政
謀
、

ー、逗当

， .5-
p;， ・..岳
J町、、.・.司d
~，.ー~. t中、・¥¥
川、、そ

-阿国V

つ
惜
し
く
も
準
優
勝

一

今
金
町
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

一

第
川
全
道
少
年
野
球
大
会
的
珂
釦

一
帥古川仰天
会
は
、
ヒ
川
市
川
飢
市
で
|
川
チ

一

ム

が
参
加
し
聞
か
れ
ま
し
た
。

一

本
町
か
句
山
崎
し
た
今
金
町
少
年
肝

一
球
ク
ラ
ブ
は
、
決
勝
で
函
館
市
人
比
ス

一
ポ
l
ソ
少
年
凶
に
こ
対
一
で
惜
し
く
む

~
岐
れ
ま
し
た
が
、
準
優
勝
の

り
っ
ぱ
主

一
成
制
。

得
パ

y

タ
ー
と
し
て
川
M
L

一
た
尼
崎
公
俊
ハ

(今
令
小
六
年
)
的
怯

一
必
文
を
紹
介
し
ま
す
。

一

く
や
し
か

っ
た

一

野

球

大

会

…

第

一
去
は
下
代
ム
リ
球
場
で
行
主
わ

~
れ
た
。
そ
の
け
は
二
需
を
打
つ
ニ
と
に

一
な
っ
た
。
問
打
出
川
っ
て
き
た
け
ど
、

一
令

h
胤
ア
ウ
ト
に
主

っ
て
し
ま

勺
た
。

一
誠
九
川
は
勝

っ
た
の
で
よ
し
か

っ
た

一
け
ど
、
自
分
と
し
て
は
桟
念
だ
っ
た
。

生い1;している 111が目だちます。

このため、担l構向上ょたがいた

む原因となり付近的人がたいへん

迷惑しています。

と〈に、大型車は絶対抗111L主

いよ 1にLてLださい。
圃義務教育を終えながった人へ

病弱、成弱、党育不全t;rt'やむ

をえな〈義務教育向学校を卒業で

きなかった人に対L、 '~ 'l 校卒業

程度認定試験カ叶子なわれます.

これに合格した人は、高校内入

学資格が与えられます。

受験希望者は、 10月13日までに

教育委11会へお申L出ください。
.盾舗併用住宅に便利な電話

ツートンカラーの新Lいi屯話r

事故のない安全な狩猟を

(10月 1日から解禁〉
b撃っときは、 獲物かどっかをよ く隊かめて

b銃の手入れは人のいない安全な場所で

b芽、猟などのきま リを守ろヲ

納
期
内
に
納
め
よ
う

国
民
健
康
保
険
税
〈
三
期
〉

九
月
三
十
日
ま
で

第

三
誠
A
H
で
は
、
み
ん
主
負
け
る
と

思
っ
て

い
た
だ
ろ
っ
。
で

L
、
最
後
に

八
対
五
で
逆
転
し
て
勝
っ
た
。
こ
の
誠

A
H
で
れ
け
て
い
れ
ば
み
ん
主
泣
い
て
い

た
ど
ろ
う
と
は
く
は
思
っ
た
。

次
的
H
は
決
勝
戦
だ
。

『
よ
〈
こ
こ

ま
で
き
た
な
あ
』
と
、
内
分
で
も
思
っ

た
く
ら
い
だ
。

打
順
が
ぼ
く
に
回
っ
て
き
た
。
ど
き

と
き
し
て
あ
ま
り
打
て
な
か
っ
た
。
き

ょ
う
は
、
お
と
う
さ
ん
が
た
が
た
く
さ

ん
応
促
に
米
て
く
れ
て
み
ん
な
が
ん
ば

っ
た
。
で
も
れ
け
て
し
ま

っ
た
。

あ
の
時
、
ぱ
く
が
も

っ
と
打
っ
て
い

た
句
主
あ
と
い
ま
ご
ろ
感
じ
た
。
み
ん

立
ち
〈
や
し
が
っ
て
い
た
。

閉
会
式
が
始
ま

っ
た
。

机
向
上
に
ト

ロ
フ
イ
や
タ
テ
が
主
り
ん
で
い
た
。
ば

〈
も
ど
れ
か

U
と
つ
は
し
し
と
忠
っ
子
、

家
仁
川
っ
て
む
く
や
し
か

っ
Pも
こ

れ
か
均
う
ん
と
線
押
し
て
、
中
学
校
で

き
っ
と
優
勝
し
て
み
せ
る
と
心
に
ち
か

っ
。

ホームテレホン』をご存じですか。

l本で4台までfiJ:え、切りf}え
は簡単で他の部屋との述給も自由

ーな ど部屋数の多い家庭、町制併

用住宅厄便利です。よそとの:iliは
削込みスイソチで家族をJ[iに加え

ると き以外、他の部屋iニ1mかれず
プライパンーも完全です。

あ主たの家庭でむいかがですか.

(今全電報電話局)



自
白川

辺

内

の
交
通
事
故
に
よ
る
死
偽
者
は

川

依

然
と
し
て
多
発
の
傾
向
に
あ
り
、
こ

酬

と
し
も
ま
た
交
通
事
故
死
者
全
国
一
と

川
い
う
悲
し
い
記
録
に
な
っ
て
い
ま
す
。

川

本
町
に
お
い
て
も
、
七
月
末
ま
で
に

州

十
七
件
町
人
身
事
散
F

昨
年
は
十
四
件
)

川
が
発
生
し
て
お
リ
二
人
的
死
者
と
二

川

十

二
人
的
傷
者
を
出
し
て
い
ま
す
。

h
w

一

か

一

l
t
J
一、
険一

ま

一ヘ

1

詰
戸

ミ

危

;

」
/

a
f

一
立
与
』
4
6
-
も

い
一
~
ヘ
唾
慎
二
一

報

一

iJ
当

f

l
亡
丈一

地
一

広

一

円、
準

品
百

戸

同
一

川
一

「

一一ι一E
E

出

一

川

一

一色
ヌ
一
喜

び
一

川

一
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家
族
そ
ろ
っ
て
町
民
運
動
会

雲
ひ
と
つ
な
い
好
天
に
潜
ま
れ
た
八

月
二
十
七
日
、
今
金
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
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か
れ
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ョ
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内
会
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位
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対
抗
戦
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に
が
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が
あ
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っ
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が
、
ど
の
チ
l
ム
も

家
族
ぐ
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み
の
出
場
で
応
援
合
戦
も
に
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や
か
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し
た
。
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